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環境省
「中小企業版２℃目標･RE100の設定支援事業」

参加報告

代表取締役社長 小山貴史

2019/06/07
第６回地球温暖化に関する九州カンファレンス

～脱炭素化の潮流と企業の取組事例～
（30分）
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■事業内容（創業 2004年8月)
設計・施工・販売及びメンテナンス

新築部門

リノベーション部門
(性能向上リフォーム)

■施工エリア

福岡県、佐賀県の一部、熊本県

（概ね、６地域）

■従業員 70名（H30.4現在）

建設時の
省CO₂への
取組み

会社紹介

建設時の
省CO₂への
取組み

LCCM
ZEH+
IoT

ZEH
リノベ

■売上
【H29.9】
78棟（新築58棟･リノベ20棟）
25億円
【H30.9】
93棟（新築70棟・リノベ23棟）
30億円
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環境省「中小企業版２℃目標・RE100の設定支援事業」の紹介

中小企業を対象として、
２℃目標や、ＲＥ１００の設定を支援（平成30年度）。
応募企業数：１３社 うち、５社に対して個社別支援を実施
（エコワークス、大川印刷、精電舎電子工業、艶金化学繊維、リマテックホールディングス）

■設定支援のプロセス

第１回支援面談

①支援事業に関する説明

②会社概要に関しての
ヒアリング

③算定に関するヒアリング

CO2排出量の算出
・

削減目標算定支援2018/9/12

【Scope１】
・社用車のガソリン使用

【Scope２】
・事業所・モデルハウス
の電気代
・建設現場の仮設電気代

第２回支援面談
2018/12/10

①中長期目標の設定
（排出削減量目標設定、
Scope3について）

②RE100についての意見交換

③環境省への成果報告について

環境省への
成果報告
・

ニュース
リリース

支援窓口：株式会社ウェイストボックス
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第１回支援面談（2018/9/12）

▶面談内容

①支援事業に関する説明

②会社概要に関しての ヒアリング

③算定に関するヒアリング

主に、Scope1、Scope2について現状把握、目標設定、
Scope3については、カテゴリを1つ選定し、目標設定。
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エコワークス ＣＯ２排出量の算定

算定対象範囲

▶Scope1、Scope2についてCO2排出量を実際に算定

【Scope１】（直接排出）
・社用車のガソリン使用量
・各事業所のガス使用量

【Scope２】（間接排出）
・すべての事業所（全14拠点）の電気使用量

・福岡本社オフィス・福岡第2オフィス・プレハブ・福岡倉庫
・熊本オフィス・熊本第2オフィス・熊本倉庫
・福岡大野城モデルハウス
・福岡香椎浜モデルハウス
・熊本TKUモデルハウス
・福岡春日LCCMモデルハウス
・福岡春日リノベモデルハウス
・熊本出仲間モデルハウス
・熊本出水モデルハウス
・各建設現場

1年間（2017年10月～2018年9月） ※9月決算算定対象期間

※通勤はScope3にあたるため、除外。

※関連会社（連結対象事業者） は今回は算定対象外。



6

・ Scope１（直接排出）

228.6 t-CO2/年

対象 CO2排出量（t-CO2/年）

ガソリン 143.3
都市ガス 0.3
合計 143.6

・ Scope２（間接排出）

対象 CO2排出量（t-CO2/年）

電気 85.0
合計 85.0

【留意事項】ガソリンは使用料金より単価にて割り返して使用量を推計。

建設現場の仮設電力はモデル1物件の実使用量より施工件数を乗じて推計。

▶エコワークスの事業活動によるCO2排出量の合計（2017年度）

エコワークス ＣＯ２排出量の合計
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第２回支援面談（2018/12/10）

▶面談内容

①中長期目標の設定
（排出削減量目標設定、Scope3について）

②RE100についての意見交換

③環境省への成果報告について
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中長期目標の設定

▶検討当初の目標設定

IPCC1.5℃目標からバックキャスティング

SBT同水準設定
2030年までに34％削減

（年率約3.1%削減）

2030年までの
RE100達成+

45％削減
を目標設定として決定

IPCC特別報告書『1.5℃の地球温暖化』では、
“温暖化を1.5℃未満に抑える排出経路として、2030年までに人為的
CO2排出量を2010年比45％減、2050年までに実質ゼロにする必要
がある”と報告。

▶最終的な目標設定

2030年までに
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▶2030年45％削減に向けて

【Scope１】

【Scope２】

営業車両のＥＶ化の推進
・社用車（トラック含む）
・社員保有の営業車両

・再エネ電力メニューの検討
→自然電力SE100の導入見積中。

・所有太陽光発電システムによる
自家消費（卒ＦＩＴ後）。

出典：自然電力株式会社HP課題：建築現場の仮設電気の再エネ化

中長期目標の設定（Scope１、Scope２）

エコワークス本社と社用車のEV
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作成:一般社団法人ＺＥＨ推進協議会

ZEH
運用（居住）時の

CO2排出量はゼロ

LCCM住宅
累積CO2排出量が
マイナス

▶ZEH、LCCM住宅の建築による居住時の排出量削減に寄与

2030年 ＬＣＣＭ住宅100％を目指します！

2017年 平均ZEH率104%で2030年目標達成済み。
（国の目標：2020年新築戸建ZEH率50％、2030年新築平均ZEH率100％）

エコワークスＬＣＣＭ住宅（5つ星）★★★★★ 2012年全国初認証

（ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰﾊｳｽ）
ZEH

LCCM住宅
（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｶｰﾎﾞﾝﾏｲﾅｽ住宅）

改修建設時 改修 解体・廃棄

ZEH

住宅性能の違いによるCO2排出量の変化（イメージ）

累
積
C
O
2
排
出
量

0 年数

改修

改修 解体・廃棄改修

従来の住宅

中長期目標の設定（Scope３ カテゴリ１１ 販売した製品の使用）
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成果報告書
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成果報告書
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成果報告書
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成果報告書
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成果報告書
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広報の実施

温室効果ガス排出量を2050年実質ゼロを目指し、ＳＢＴの設定へ。

2019年2月28日 弊社ニュースリリースより

(算定事業者の活動に関連する他者の排出)
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広報の成果・ブランドイメージの向上

▶外務省

JAPAN SDGs Action Platform
（HP）への掲載

出典：外務省 JAPAN SDGs Action Platform
（ https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/case/org1.html ）

▶メディア「ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ ﾄﾘﾋﾞｭｰﾝ」

への掲載

出典：ハウジングトリビューン （Vol.575）
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事業機会の創出効果
ビジネス チャンス

1.省エネ・施策を追い風に
◇２０２１年より、住宅省エネ基準説明義務化による消費者の省エネ志向の高まり

◇ＺＥＨ補助金 ＬＣＣＭ住宅補助金

◇ＺＥＨビルダー評価制度 ５つ星認定による ブランドイメージ向上 等

▶エコワークスが目指す住宅

国が誘導する最高レベルの住まいづくりに取り組んでいます

■脱炭素化に向けた住宅性能のイメージ

2021年
説明義務化へ

（億円）
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事業の持続可能性の向上

次世代に
つなぐ住まい

いつも
安心・快適な住まい

豊かな緑を守る住まいづくり

事業拡大と環境保全の両立

全国のビルダーとの連携

プロフェッショナル
な追及

エコワークスのSDGs特設サイト 2019年2月1日 OPEN
URL:https://www.eco-works.jp/etc/sdgs/

SBT水準の目標設定およびRE100宣言

2.SDGsへの展開と企業価値の向上



エコワークスの住まいづくり まとめ

健康

厳選された自然素材でつくる住まい

エコワークスの住まいづくり

・太陽と風の力で乾燥させた天然乾燥無垢材

・全館床暖房による温度差のない住まい

・化学物質をほとんど使わず赤ちゃんも安心

・癒しの木の香りが心身をリフレッシュ
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2050年に向けて
脱炭素という社会的課題の解決と自社事業の発展の両立を目指す

CSV（共通価値の創造）経営に挑戦します。
今後ともよろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました

LCCM（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｶｰﾎﾞﾝﾏｲﾅｽ）住宅モデルハウス見学随時受付中。
ご予約は info@eco-works.jp よりメールにてお問合せ下さい。


